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広報かしま

歳入 58億8,197万3千円
歳出 54億2,663万1千円

前年度比 
29.76%増

 
30.14%増

概　

況

　

嘉
島
町
の
平
成
25
年
度
の
一
般

会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
58
億
８

１
９
７
万
３
千
円
、
歳
出
54
億
２

６
６
３
万
１
千
円
で
し
た
。
前
年

度
と
比
較
し
て
歳
入
は
約
13
億
５

千
万
円
（
29
・
76
％
）
増
、
歳

出
は
約
12
億
６
千
万
円
（
30
・

14
％
）
増
え
ま
し
た
。
自
主
財
源

の
比
率
は
44
・
４
％
で
、
同
８
・

５
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は
一

層
き
び
し
さ
を
増
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
堅
実
な
財

政
運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

歳　

入

　

主
な
歳
入
項
目
の
決
算
額
を
見

ま
す
と
、
町
税
は
た
ば
こ
税
等
の

増
に
よ
り
１
４
８
１
万
５
千
円

（
１
・
０
％
）
増
、
地
方
交
付
税

は
普
通
交
付
税
等
の
増
に
よ
り
３

９
５
８
万
５
千
円
（
５
・
６
％
）

増
で
し
た
。
ま
た
町
債
は
、
文
化

施
設
整
備
事
業
債
の
増
に
よ
り

４
億
５
７
５
３
万
２
千
円
（
70
・

３
％
）
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
の
継
続
的
か
つ
安
定
的
な

収
入
を
「
経
常
的
収
入
」
と
い
い
、

歳
入
構
造
の
安
定
性
を
表
す
指
標

で
す
。
行
政
水
準
の
持
続
的
向
上

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経

常
的
収
入
の
安
定
が
肝
要
で
す
が
、

25
年
度
の
経
常
的
収
入
は
27
億
６

３
４
９
万
６
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
３
４
８
５
万
７
千
円
（
１
・

３
％
）
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
税
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
交
付
税
等
を
「
一
般
財
源
」

と
い
い
ま
す
。
そ
の
大
部
分
が
使

途
に
つ
い
て
特
定
さ
れ
て
い
な
い

た
め
に
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割

合
が
大
き
い
ほ
ど
、
地
方
自
治
体

の
自
主
性
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
一
般
財
源
は
繰

入
金
等
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
て
８
億
７
８
８
０
万
９
千

円
（
30
・
１
％
）
増
え
ま
し
た
が
、

そ
の
構
成
比
は
64
・
６
％
で
前
年

度
と
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
主
財
源
の
増
額
は
26
億
８
９

３
万
３
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

２
億
１
２
５
７
万
円
（
８
・
９
％
）

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
歳
入
総
額

に
対
す
る
構
成
比
は
前
年
度
を
下

回
り
ま
し
た
。

歳　

出

　

平
成
25
年
度
の
経
費
を
性
質
別

に
分
類
し
ま
す
と
、
義
務
的
経
費

（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
等
）

27
・
１
％
、
経
常
的
経
費
（
物
件

費
、
維
持
補
修
費
、
補
助
費
等
）

19
・
７
％
、
投
資
的
経
費
（
普
通

建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
費
等
）

45
・
５
％
、
そ
の
他
の
経
費
７
・

７
％
で
し
た
。

　

さ
ら
に
見
ま
す
と
、
普
通
建
設

事
業
費
45
・
５
％
が
最
も
大
き
な

比
重
を
占
め
、
次
い
で
扶
助
費

13
・
２
％
、
人
件
費
11
・
６
％
の

順
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
文
化
施
設
整
備

事
業
費
等
の
増
に
よ
り
１
０
２
・

４
％
の
増
と
な
り
、
構
成
比
も
前

年
度
と
比
較
し
て
16
・
２
ポ
イ
ン

ト
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
で
は
、
町
民
会
館
整

備
事
業
11
億
８
４
６
９
万
２
千
円
、

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
５
億
４

８
６
３
万
２
千
円
、
小
・
中
学
校

空
調
整
備
事
業
１
億
３
０
３
万
７

千
円
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
財
政
事
情

　

わ
が
町
の
経
済
は
企
業
誘
致
等

に
よ
っ
て
比
較
的
順
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
が
、
地
方
の
財
政
事
情

は
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進

展
の
中
、
住
環
境
の
整
備
、
産
業

育
成
等
抱
え
る
課
題
は
多
く
、
そ

れ
に
比
べ
て
財
源
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
財
政
係
）

嘉
島
町
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算

　

歳
入･

歳
出 

と
も
に
増

平
成
26
年
３
月
に
落
成
し
た
町
民
会
館
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町税 14億6812万 4 千円
繰入金 6億2116万 2 千円
分担金負担金 9433万 6 千円
使用料及び手数料 2696万 9 千円
財産収入 197万 9 千円
繰越金 3億6314万 5 千円
諸収入 3316万 8 千円
寄附金 50千円
地方交付税 7億4059万 6 千円
地方特例交付金 562万6 千円
国県支出金 12億5027万 3 千円
地方譲与税 3995万 7 千円
利子割交付金 180万 3 千円
配当割交付金 175万 2 千円
株式譲渡所得割交付金 35万 7 千円
地方消費税交付金 1億1472万 8 千円
自動車取得税交付金 721万 2 千円
交通安全特別対策交付金 241万 2 千円
町債 11億0832万 4 千円
平成25年度　歳入決算額 58億8197万 3 千円

議会費 6795万 1 千円 議会活動に要する経費

総務費 5億5734万 6 千円 全般的な管理事務、企画調整事務、財政・財務管理に要する経費、
庁舎・財産維持管理費、戸籍、統計、徴税、選挙等の経費

民生費 9億8828万 4 千円 住民の方の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するための経費
衛生費 3億6355万 5 千円 住民の方の健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費 1億4882万 0 千円 農業や畜産等の振興経費、農業委員会費等
商工費 544万 9 千円 商工業の振興、観光事業等の経費
土木費 11億7905万 5 千円 維持的、改良的な土木事業全般
消防費 1億5809万 1 千円 消火事務、災害防除、災害被害軽減活動の経費
教育費 16億9169万 3 千円 教育委員会、小・中学校、社会教育等のすべての教育関係の経費
公債費 2億6638万 7 千円 未償還の公債の元金、利子等
平成25年度　歳出決算額 54億2663万 1 千円

義務的経費 14億7014万6千円 27.1%
経常的経費 10億6857万4千円 19.7%
投資的経費 24億6839万6千円 45.5%
その他 4億1951万5千円 7.6%
平成25年度　決算額 54億2663万1千円 100.0%

平成25年度嘉島町特別会計（前年比）
国民健康保険
特別会計

歳入 11億1674万3千円（103.24%）
歳出 10億0795万4千円 （95.92%）

住宅新築資金等
特別会計

歳入 50万3千円 （35.40%）
歳出 28万0千円 （23.05%）

介護保険
特別会計

歳入 6億8019万1千円（105.97%）
歳出 6億2220万2千円（104.61%）

公共下水道事業
特別会計

歳入 7億2517万1千円 （98.04%）
歳出 6億5474万8千円 （95.20%）

後期高齢者医療
特別会計

歳入 1億0313万0千円（102.63%）
歳出 1億0168万0千円（104.83%）

義務的経費：人件費・
扶助費・公債費
地方公共団体の歳出
のうち、その支出が
義務付けられ任意に
軽減できない、硬直
性の高い経費のこと

経常的経費：
物 件 費・維
持 補 修 費・
補助費等
年々持続し
て固定的に
支出される
経費

投資的経費：普
通建設事業費・
災害復旧費
その支出の効果
が資本形成に向
けられ、施設等
がストックとして
将来に残るもの

経費別分類

歳入

総務費

民生費

衛生費
土木費

農林水産業費
商工費

消防費

議会費

教育費

歳出

町税

繰入金

繰越金

分担金負担金
使用料及び手数料

財産収入・寄附金・諸収入

自主財源（44.4％）依存財源（55.6％）

地方交付税・地方特例交付金

国県支出金

地方消費税交付金等
地方譲与税

町債

歳入

27.1％
義務的経費
14億7014万6千円

19.7％
経常的経費
10億6857万4千円

45.5％
投資的経費
24億6839万6千円

7.7％
その他

4億1951万5千円

決算額
41億6991万6千円

歳出
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荒
木
町
長
は
10
月

３
日
、
地
方
活
性
化
に

取
り
組
む
政
府
の
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
（
地
方
創
生
）
本
部
」

の
基
本
政
策
検
討
チ
ー

ム
に
よ
る
第
２
回
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
出
席
。「
嘉

島
町
ま
ち
づ
く
り
の
歩

み
」
と
題
し
て
町
の
振

興
策
を
発
表
、
町
活
性

化
と
定
住
促
進
の
た
め

に
市
街
化
調
整
区
域
や

農
地
の
規
制
緩
和
を
強

く
訴
え
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
は
、
安
倍　

政
権
の
最
重
要
課
題
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
全
国

の
自
治
体
や
各
省
庁
担

当
者
か
ら
実
績
あ
る
施

策
や
意
見
を
聴
取
、
年

末
に
ま
と
め
る
「
総
合

戦
略
」
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
は
全
国
町
村

会
か
ら
の
要
望
で
出
席
。

荒
木
町
長
は
、
河
川
改

修
に
よ
る
水
害
常
襲
地

帯
か
ら
の
脱
却
、
町
ぐ

る
み
の
水
辺
の
郷
づ
く

り
、
企
業
誘
致
と
進
出
、

区
画
整
理
事
業
な
ど
に

よ
っ
て
人
口
が
増
え
続

け
て
い
る
町
の
現
状
と

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。

男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ
う
！

　

第
３
回
上
益
城
大
会
in
か
し
ま

　

上
益
城
地
域
男
女
共
同
参
画
連

絡
会
議
主
催
の
「
男
女
共
同
参
画

を
考
え
よ
う
！
第
３
回
上
益
城
大

会
in
か
し
ま
」
は
10
月
４
日
、
嘉

島
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
郡
内

５
町
の
参
加
者
が
男
女
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

嘉
島
幼
稚
園
児
の
さ
く
ら
太
鼓

で
開
幕
。
主
催
の
廣
田
惠
子
会
長

が
御
嶽
山
噴
火
に
よ
る
犠
牲
者

に
対
す
る
弔
意
を
表
し
た
あ
と
、

「
私
た
ち
女
性
も
も
っ
と
勉
強
し

て
働
く
環
境
を
整
え
、
家
族
か
ら

も
応
援
し
て
も
ら
い
、
社
会
に
参

画
し
て
輝
く
女
性
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
」、
開
催
地
の
町
長
と

し
て
荒
木
町
長
が
「
行
政
も
男
女

共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
様
々
な

政
策
や
方
針
決
定
に
男
女
の
意
見

を
取
り
入
れ
、
事
業
推
進
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
福
岡
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」

前
館
長
の
中
嶋
玲
子
さ
ん
が
「
と

も
に
暮
ら
し
と
も
に
創
る
地
域
社

会
」
と
題
し
て
講
演
。
中
嶋
さ
ん

は
福
岡
県
杷
木
町
長
、
同
町
議
会

議
員
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
に
た
っ
た
地
域

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
ま
す
。「
男
女
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対

応
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
を
築
く

た
め
に
、
男
女
共
同
参
画
は
必
要

で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

川
柳
や
作
文
の
発
表
も
あ
り
、

川
柳
で
は
最
優
秀
３
点
の
１
つ
に

上
仲
間
の
原
田
研
二
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
、
作
文
発
表
で
は
嘉
島

中
３
年
の
八
反
田
佳
邑
さ
ん
と
富

山
彩
希
さ
ん
が
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
や
感

じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

◇
原
田
さ
ん
の
川
柳

　

待
っ
て
ま
し
た 

　
　

君
は
課
長
に 

僕
は
主
夫

平
・
内
閣
府
副
大
臣
（
中
央
）

荒
木
町
長

開幕は嘉島幼稚園のさくら太鼓
荒木町長 廣田会長

講師の中嶋さん
富山さん 八反田さん

嘉島町のまちづくり

地方創生本部で発表
規制緩和を強く訴え

一 人 ひ と り が 尊 重 さ れ る 社 会 を
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嘉
島
町
の
人
権
擁
護
委
員
が
こ

の
ほ
ど
、
従
来
の
３
人
か
ら
４
人

に
増
員
さ
れ
、
12
月
４
日
、
無
料

人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
は
、
町
民
の
相
談
相
手
で

す
。
常
設
の
相
談
所
や
特
設
相
談

所
で
、
面
談
ま
た
は
電
話
に
よ
る

人
権
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

国
民
一
人
一
人
の
人
権
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

被
害
者
か
ら
「
人
権
を
侵
害
さ

れ
た
」
と
の
申
告
が
あ
っ
た
場
合
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権

侵
犯
事
件
の
調
査
・
処
理
に
携
わ

り
、
当
事
者
の
利
害
や
主
張
を
調

整
し
て
事
案
の
円
満
な
解
決
を
図

り
ま
す
。

《
無
料
人
権
相
談
所
》

◦
日
時　

12
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

◦
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
嘉
島
町
の
相
談
窓
口
】

　
　

役
場
町
民
課

　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
１

【
常
設
の
相
談
窓
口
】

◦
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

◦
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

◦
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

　

嘉
島
町
と
御
船
保
健
所
共
催
の

上
益
城
地
域
が
ん
講
演
会
が
10
月

26
日
、
町
民
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
熊
本
市
民
病
院
呼
吸
器

内
科
医
長
の
岸
裕
人
先
生
。「
が

ん
検
診
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

「
早
期
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を

行
う
こ
と
で
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
が
ん
検
診
受
診
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。
日
本
人
の
約
２
人
に

１
人
が
が
ん
に
な
り
、
約
３
人
に

１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る

こ
と
や
が
ん
患
者
の
約
３
割
が
喫

煙
者
で
あ
る
な
ど
の
話
も
あ
り
、

受
講
者
は
あ
ら
た
め
て
が
ん
検
診

の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
４
回
嘉
島
町
高

齢
者
・
婦
人
合
同
学

級
は
10
月
24
日
、
町

民
体
育
館
で
あ
り
、

受
講
生
が
健
康
づ
く

り
の
快
適
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
熊
本
県
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
の

山
口
陽
さ
ん
。
受
講
生

は
「
歩
く
と
き
は
背

筋
を
伸
ば
し
て
、
目
線

は
遠
く
正
面
を
見
て
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
、
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。
ス
テ
ッ
プ
や
パ
ン
チ

な
ど
普
段
は
行
わ
な
い
動
き
も
懸

命
に
こ
な
し
、
山
口
さ
ん
の
ユ
ニ
ー

ク
な
指
導
法
で
笑
い
の
絶
え
な
い

楽
し
い
学
級
と
な
り
ま
し
た
。

　

滝
河
原
区
女
性
部

（
本
田
悦
子
代
表
）
は

10
月
25
日
、
災
害
に
備

え
て
赤
十
字
講
習
会
を

開
催
。
約
30
人
が
、
日

赤
の
災
害
救
助
用
包
装

食
を
使
っ
た
炊
き
出
し

や
救
急
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　

講
師
は
、
日
赤
救
急　

法
指
導
員
の
伴
哲
司
さ

ん
。「
災
害
時
に
命
を

守
る
に
は
、
自
ら
守
る

自
助
、
地
域
で
助
け
合

う
共
助
が
大
事
。
特
に

自
助
で
は
、
持
病
や
薬
、
家
族
の

連
絡
先
な
ど
の
情
報
が
重
要
」
と

話
し
、
一
合
の
米
を
炊
け
る
包
装

袋
で
の
炊
き
出
し
や
三
角
巾
の
使

い
方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

牛嶋 たけ子 委員 
北甘木 2124－1

福本 美敏 委員 
上島 176－1

飯田 鋭之 委員 
上島 2688－1

服部 秀月 委員 
下仲間 1296

町
の
人
権
擁
護
委
員　

４
人
に

　

12
月
４
日
、
無
料
相
談
所
開
設

講師の岸先生

上
益
城
が
ん
講
演
会

２
人
に
１
人
が
ん
に

　
　

早
期
発
見
、
早
期
治
療

炊き出し、救急法学ぶ
滝河原区女性部

背筋伸ばしてエクササイズ
高齢者・婦人合同学級
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嘉
島
中
学
校
の
３
年
生
が
議
員

に
な
っ
て
、
町
長
は
じ
め
町
執
行

部
に
質
問
す
る
「
子
ど
も
議
会
」

が
10
月
９
日
、
町
役
場
の
議
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。「
議
員
」
た
ち

は
自
分
た
ち
で
考
え
た
鋭
い
質
問

を
浴
び
せ
、
執
行
部
も
本
物
の
議

会
と
変
わ
ら
な
い
真
剣
な
表
情
で

答
弁
し
ま
し
た
。

　

社
会
科
授
業
の
一
環
と
し
て
議

会
制
民
主
主
義
を
体
験
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
毎
年
開
催
、
今
年
で
３
回
目

で
す
。
議
員
は
、
生
徒
会
の
三
役

と
各
常
任
委
員
長
、
副
委
員
長
の

15
人
。
議
長
は
生
徒
会
議
長
の
上

田
健
揮
君
が
務
め
ま
し
た
。

　

定
足
数
の
報
告
や
会
議
録
署
名

議
員
の
指
名
な
ど
本
物
の
議
会

と
同
じ
形
で
進
行
。
荒
木
町
長

が
「
皆
さ
ん
に
は
町
の
将
来
を
背

負
っ
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
の
思
い

を
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
し
た

い
」
と
述
べ
、
河
川
改
修
や
企
業

誘
致
、
区
画
整
理
な
ど
こ
れ
ま
で

の
ま
ち
づ
く
り
の
経
過
に
加
え
て
、

東
部
台
地
区
画
整
理
や
土
地
利
用

型
農
業
の
推
進
な
ど
こ
れ
か
ら
の

計
画
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
一
般
質
問
。
議
員
た

ち
は
順
に
登
壇
、
堂
々
と
大
き
な

声
で
質
問
。
質
問
内
容
は
、
規
則

に
従
っ
て
事
前
に
通
告
。
授
業
で

勉
強
し
た
こ
と
や
自
分
た
ち
で
調

べ
た
こ
と
を
も
と
に
考
え
ま
し
た
。

町
長
や
担
当
課
長
は
一
つ
ひ
と
つ

て
い
ね
い
に
答
弁
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
の
木
田
議
長
、
河
原
副

議
長
も
傍
聴
。
議
長
は
、「
町
の

こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
幅
広
く
質

問
し
て
い
た
こ
と
に
感
心
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
町
や
議
会
の
仕

事
に
関
心
を
深
め
、
町
の
発
展
に

貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
議
長
の
上
田
君
は
、

「
議
会
の
大
変
さ
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
学
生
活

で
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

問　

嘉
島
中
や
小
学
校
を
Ｐ
Ｒ
す

る
ス
ペ
ー
ス
が
役
場
や
町
民
会
館

に
あ
る
と
い
い
と
思
う
が
。

答　

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
な

り
ま
す
が
、
役
場
庁
舎
や
町
民
会

館
で
の
提
供
は
可
能
で
す
。
担
当

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
広
報

誌
も
対
応
で
き
ま
す
。

問　

町
民
会
館
に
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に「
○
○
ホ
ー
ル
」

と
愛
称
を
つ
け
る
の
は
ど
う
か
。

答　

町
民
会
館
は
複
合
施
設
で
す
。

ホ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
利
用
者
か

ら
同
様
の
意
見
が
あ
り
、
町
民
か

ら
募
集
す
る
方
向
で
愛
称
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

町
民
会
館
図
書
室
の
開
館
時

間
は
学
校
時
間
と
重
な
っ
て
い
る
。

開
館
時
間
延
長
は
。

答　

開
館
は
９
～
17
時
。
月
曜
休

館
で
、
勤
め
や
学
生
の
方
が
利
用

で
き
る
よ
う
土
、
日
、
祝
日
も
開

館
し
て
い
ま
す
。
要
望
の
状
況
に

よ
っ
て
は
開
館
時
間
の
延
長
や
変

上田　健揮 
議長

嘉島町

子ども議会

農
業
、
観
光
、
健
康
、
子
育
て
…

中
学
生
議
員　
町
執
行
部
に
質
問

的場　優希 
議員

一
般
質
問

鳥栖　良介 
議員

葊田　舞 
議員
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更
を
検
討
し
ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
は
広
報

誌
を
１
年
間
送
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
大
豆
焼
酎
な
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
。

答　

競
争
を
あ
お
る
よ
う
な
豪
華

な
特
典
は
「
行
き
過
ぎ
」
を
懸
念

す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、
平
成
27

年
度
か
ら
何
ら
か
の
特
産
品
の
提

供
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　

県
の
肥
満
傾
向
の
子
ど
も
の

割
合
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
健
康

増
進
の
施
設
や
取
り
組
み
は
。

答　

町
健
康
増
進
計
画
を
策
定
し
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
検
診
や

保
健
指
導
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
総
合
運
動
公
園
や
町
内
各
地

区
の
公
園
も
整
備
し
、
設
置
予
定

の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
も
検
討
中
で
す
。

問　

秋
に
な
る
と
暗
く
な
る
の
が

早
く
、
道
路
の
灯
り
が
少
な
い
。

下
校
時
の
安
全
確
保
は
。

答　

小
中
学
校
の
通
学
路
に
は
学

校
と
協
議
し
て
防
犯
灯
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
通
学
路
は
学
校
に
、

そ
れ
以
外
は
区
長
さ
ん
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

素
晴
ら
し
い
嘉
島
町
の
良

さ
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
も
い
い
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
取
り
組
み
は
。

答　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
大
半
は
忘
れ

去
ら
れ
る
の
が
現
状
で
、
費
用
対

効
果
な
ど
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利

用
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

問　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
盤
、

社
会
教
育
の
場
な
ど
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ど
ん
な
準
備
を
。

答　

昨
年
12
月
に
設
立
準
備
委
員

会
を
設
置
。
従
来
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
ク
ラ

ブ
の
運
営
方
法
や
指
導
者
の
確
保
、

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

問　

町
の
農
業
従
事
者
減
少
の
対

策
は
。
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
出
店
計
画
は
。

答　

機
械
の
大
型
化
や
生
産
組
織

の
法
人
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
大

豆
焼
酎
や
嘉
島
町
産
ふ
く
ゆ
た
か

と
う
ふ
は
好
調
で
、
農
家
女
性
グ

ル
ー
プ
の
豆
乳
マ
フ
ィ
ン
は
上
益

城
農
協
の
と
れ
た
て
市
場
で
販
売
、

商
工
会
女
性
部
の
大
豆
工
房
か
し

ま
は
大
豆
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
を
販
売

中
で
す
。

問　

観
光
客
を
呼
び
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
嘉
島
を
見
て
も
ら
う
た
め

に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
企
画
は
。

答　

県
観
光
統
計
で
は
、
町
を
訪

れ
る
観
光
客
は
県
内
外
か
ら
年
間

34
万
人
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
道

路
規
制
の
問
題
か
ら
開
催
が
難
し

い
の
が
実
情
で
す
。

問　

町
と
小
中
学
校
の
図
書
館
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
司
書

を
置
い
て
効
率
的
な
読
書
環
境
を
。

答　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
多
額
の

費
用
と
保
守
費
が
か
か
る
た
め
、

現
在
の
デ
ー
タ
入
力
に
よ
る
効
率

的
な
運
用
を
図
り
た
い
。
司
書
の

配
置
計
画
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

教
室
の
エ
ア
コ
ン
は
快
適
で

す
が
、
実
験
で
窓
を
閉
め
て
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
を
使
う
理
科
室
に
も
。

答　

学
校
と
協
議
し
て
使
用
頻
度

の
高
い
特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
計
画
的

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

嘉
島
町
の
ゴ
ミ
排
出
量
は
多

く
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
低
い
。
デ

ポ
ジ
ッ
ト
制
の
導
入
は
。

答　

事
業
系
ゴ
ミ
が
多
い
こ
と
な

ど
が
要
因
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
今

後
向
上
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
は
価

格
上
乗
せ
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

内
閣
府
の
「
す
く
す
く
ジ
ャ

パ
ン
」
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制

度
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

答　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
14

人
の
委
員
で
支
援
事
業
計
画
を
今

年
度
中
に
策
定
予
定
で
す
。「
す

く
す
く
ジ
ャ
パ
ン
」
の
ほ
と
ん
ど

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

岸　久女乃 
議員

菊地　海斗 
議員

吉田　悠人 
議員

吉田　裕助 
議員

中川　仁 
議員

増井　隼 
議員

北澤　圭祐 
議員

永田　智愛 
議員

前崎　綾 
議員

川上　岳留 
議員

倉岡　奈央 
議員
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嘉
島
東
・
西
小
学
校
の
１
～
３

年
生
を
対
象
に
し
た
虫
歯
予
防
の

プ
ク
プ
ク
う
が
い
（
フ
ッ
化
物
洗

口
）
が
９
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
中
学
３
年
生
ま
で

小
中
学
校
の
全
学
年
で
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。
※
表
紙
参
照

　

嘉
島
町
の
12
歳
児
の
１
人
平

均
虫
歯
数
は
、
全
国
や
県
の
平
均

を
上
回
る
２
・
14
本
。

フ
ッ
化
物
洗
口
は
、

一
定
濃
度
の
フ
ッ
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を

口
に
含
み
、
約
１
分

間
プ
ク
プ
ク
す
る
こ

と
で
歯
の
質
を
強
く

し
、
虫
歯
菌
の
活
動

を
抑
え
ま
す
。
幼
稚

園
・
保
育
園
で
は
平

成
20
年
か
ら
す
で
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

小
中
学
生
に
広
げ
て

虫
歯
を
防
ぐ
の
が
目

的
で
す
。

　

玉
名
郡
玉
東
町
は
平
成
19
年
か

ら
小
中
学
校
で
実
施
、
12
歳
児
の

平
均
虫
歯
数
は
０
・
26
本
と
劇
的

な
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

東
・
西
小
で
は
毎
週
金
曜
日
の

朝
、
保
護
者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
補
助
で
洗
口
を
実
施
。

児
童
た
ち
は
一
生
懸
命
に
プ
ク
プ

ク
う
が
い
を
し
て
い
ま
す

　

嘉
島
東
・
西
両
小
学
校
で
10
月

24
日
、
平
成
音
大
ス
ク
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

東
小
卒
業
生
で
２
年
連
続
参
加

の
髙
森
楓
さ
ん
（
北
甘
木
）
た
ち

女
性
４
人
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
と
、
同
大
Ｏ
Ｂ
の
男
性

３
人
に
よ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
で

９
曲
を
披
露
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
交

え
な
が
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
ジ
ブ
リ
、

今
年
話
題
に
な
っ
た
「
ア
ナ
と
雪

の
女
王
」
な
ど
、
児
童
も
よ
く

知
っ
て
い
る
曲
が
続
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
演
奏
に
合
わ
せ
て

リ
ズ
ム
を
と
り
、
歓
声
も
上
が
り
、

Ｏ
Ｂ
の
倉
本
圭
志
さ
ん
の
軽
妙
な

楽
器
の
説
明
に
は
笑
い
が
。
と
な

り
の
ト
ト
ロ
の
「
さ
ん
ぽ
」
は
み

ん
な
で
踊
り
ま
し
た
。

　

上
益
城
消
防
フ
ェ

ア
２
０
１
４
が
10
月

18
日
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

上
益
城
消
防
組
合
主

催
。
今
年
で
７
回
目
。

　

消
防
車
や
救
急
車

の
展
示
、
ミ
ニ
消

防
車
の
試
乗
、
消
防

服
の
試
着
、
消
火
訓

練
な
ど
が
あ
り
、
ち

び
っ
こ
消
防
士
が
楽

し
く
真
剣
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

大
人
気
だ
っ
た
の
は
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
。
実
際
の
救
助
で
使
う
命
綱

を
腰
に
巻
き
、
突
起
物
の
つ
い
た

高
さ
３
ｍ
の
人
口
壁
を
登
る
山
岳

救
助
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

　

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
救
助
隊

の
合
同
の
緊
急
救
助
訓
練
で
は
、

ヘ
リ
の
風
圧
と
本
番
さ
な
が
ら
の

動
き
に
見
学
者
は
驚
き
の
表
情
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
消
防
車
・
救

急
車
を
作
る
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

も
大
勢
が
詰
め
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
園
児
の
消
防

絵
画
約
２
７
０
点
の
展
示
も
あ
り
、

入
賞
者
の
表
彰
も
あ
り
ま
し
た
。

虫歯予防プクプクうがい
東・西小１～３年生で始まる

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
東
小
）

Ｏ
Ｂ
男
性
の
軽
快
な
演
奏
（
西
小
）

児童は笑顔（東小）

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
登
場

親
子
で
敬
礼
、
ハ
イ
、
ポ
ー
ズ

きて！ みて！ ふれて！
上益城消防フェア２０１４

子
ど
も
た
ち
も
消
火
訓
練

東
・
西
小
で
平
成
音
大
コ
ン
サ
ー
ト

　 

音
楽
　
み
ん
な
大
好
き

♪
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テ
ー
マ
は
「
夢
」。
嘉
島
中
学
校

の
文
芸
発
表
会
は
10
月
26
日
、
同

校
体
育
館
で
開
催
。
生
徒
た
ち
は

合
唱
や
演
劇
、
作
品
発
表
な
ど
で

夢
を
求
め
追
い
か
け
る
思
い
や
決

意
を
存
分
に
表
現
し
ま
し
た
。

　

吉
田
裕
助
文
化
委
員
長
と
髙
野

隆
校
長
が
「
夢
を
見
つ
け
、
が
ん

ば
っ
て
追
い
か
け
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
４
人
の
生
徒
が
「
求
め
れ

ば
夢
は
必
ず
見
つ
か
る
」
と
開
会

を
宣
言
し
、吹
奏
楽
部
の
息
の
合
っ

た
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

英
語
暗
唱
な
ど
の
発
表
の
あ
と
、

１
年
生
は
、
嘉
島
町
の
魅
力
を
テ

レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
仕
立
て
で
編
集
し

た
映
像
と
劇
で
紹
介
。
２
年
生

は
沖
縄
戦
を
題
材
に
し
た
演
劇

「
ガ
マ
の
中
で
」
で
戦
争
の
残

酷
さ
と
悲
劇
を
訴
え
、
３
年
生

は
、
夢
を
テ
ー
マ
に
学
級
劇
を
熱

演
、
会
場
は
笑
い
と
感
動
の
渦
へ
。

先
生
た
ち
は
「
世
界
に
ひ
と
つ
だ

け
の
花
」の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
３
年
生
全
員
で
「
旅

立
ち
の
時
」
を
大
合
唱
。
３
年
生

の
熱
い
思
い
が
館
内
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
保
護
者
や
地
域
の

人
た
ち
も
大
勢
詰
め
掛
け
、
生

徒
の
発
表
に
盛
ん
な
拍
手
を
送

り
、
展
示
さ
れ
た
作
品
に
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
新
聞
協
会

Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に

新
聞
を
）
実
践
指

定
校
の
嘉
島
中
学

校
の
２
階
渡
り

廊
下
に
こ
の
ほ
ど
、

県
内
発
行
新
聞
７

紙
を
読
め
る
新
聞

閲
読
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ロ
ー

ド
」
の
名
で
、
閲

読
台
は
先
生
の
手

作
り
。
同
校
に
は

12
月
ま
で
、
授
業

な
ど
で
活
用
し
て

も
ら
う
た
め
の
新
聞
が
届
き
ま
す
。

　

毎
朝
、
広
報
委
員
会
の
生
徒

が
新
聞
を
取
り
替
え
、
一
角
に

は
、「
読
み
続
け
て
学
力
ア
ッ
プ
」

の
張
り
紙
や
、
読
ん
で
も
ら
い
た

い
記
事
の
コ
ピ
ー
も
張
り
出
さ
れ
、

生
徒
の
目
を
引
い
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
学
校
保
健
会
と
町
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
の
合
同
教
育
講
演

会
は
10
月
23
日
、
町
民
会
館
で
開

か
れ
、
玉
名
小
学
校
の
戸
田
俊
文

校
長
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
光
と
影
～
携

帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

適
切
な
使
用
方
法
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

戸
田
校
長
は
、
①
日
常
の
ル
ー

ル
を
ネ
ッ
ト
内
で
も
守
る
②
ネ
ッ

ト
内
の
友
人
よ
り
、
現
実
の
友
人

や
家
族
を
大
事
に
す
る
③
匿
名
で

書
き
込
ん
で
も
結
局
名
前
は
わ
か

る
の
で
、
適
切
な
表
現
の
書
き
込

み
を
す
る
、
な
ど
を
あ
げ
、「
一

つ
で
も
で
き
な
い
な
ら
、
あ
な
た

の
命
を
守
る
た
め
ネ
ッ
ト
を
使
わ

な
い
で
、
と
子
ど
も
た
ち
に
教
え

て
い
る
」
と
話
し
、
ネ
ッ
ト
社
会

の
基
盤
力
と
し
て
①
表
現
力
②
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
③
想
像
力

を
挙
げ
ま
し
た
。

３
年
生　
「
旅
立
ち
の
時
」
大
合
唱

２
年
生　

演
劇
「
ガ
マ
の
中
で
」

１
年
生　
「
嘉
島
町
の
魅
力
」
の
発
表

講師の戸田校長

会場に展示された生徒の作品

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
光
と
影
」

　
　
　

学
校
保
健
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

　
　
　

協
議
会
の
合
同
教
育
講
演
会

追
い
か
け
る
！

嘉
島
中
文
芸
発
表
会

夢

嘉島中に新聞閲読コーナー

「読み続けて学力アップ」
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10
月
12
日
、
町
民
体
育
館

　
10
月
11
日
、
新
園
舎
園
庭

　
10
月
４
日
、
町
民
体
育
館

　

幼
光
保
育
園
の
園
児
44
人
が
10

月
16
日
、
北
甘
木
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
康
寿
苑
」
を
訪
問
、

お
年
寄
り
に
歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
、

一
人
ひ
と
り
と
握
手
し
て
交
流
し

ま
し
た
。

　

同
園
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
園
。
年
２

回
、
康
寿
苑
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
に
は
、
入
所
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
お
年
寄
り
約
50

人
が
集
合
。
園
児
た
ち
は
元
気
よ

く
あ
い
さ
つ
。
４
歳
児
は
ダ
ン
ス

を
、
５
歳
児
は
歌
や
ダ
ン
ス
を
見

せ
た
あ
と
、
お
年
寄
り
の
間
を

回
っ
て
握
手
を
し
ま
し
た
。
お
年

寄
り
た
ち
は
、
大
き
な
拍
手
と
笑

顔
で
大
喜
び
で
し
た
。

歌
や
ダ
ン
ス
で
交
流

　
　

幼
光
保
育
園
児

康
寿
苑
を
訪
問

嘉
島
幼
稚
園

ス
ポ
ー
ツ
の

秋

運
動
会

嘉
島
保
育
園

幼
光
保
育
園
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毎
年
、
10
月
15
日
の
「
豊
年
祭

り
」
の
日
に
合
わ
せ
て
開
催
。
運

営
は
隣
組
の
持
ち
回
り
で
、
参
道

の
行
灯
も
張
り
替
え
ま
す
。

　

今
年
か
ら
女
子
参
加
を
認
め
、

20
人
余
り
が
参
加
。
行
司
役
の
齊

藤
力
さ
ん
が
、
年
齢
や
学
年
を
考

え
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
と
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
境
内

い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
地
区
の
人

た
ち
か
ら
、
盛
ん
な
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

毎
年
、
10
月
９
日
の
例
大
祭
に

合
わ
せ
て
開
か
れ
、
隣
組
の
持
ち

回
り
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

10
年
余
り
前
か
ら
女
子
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
幼
児
か
ら

小
学
生
ま
で
約
40
人
が
参
加
、
年

齢
、
学
年
別
に
対
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
勇
ん
で
土
俵
に
上

が
り
、
押
し
た
り
引
い
た
り
一
生

懸
命
。
３
人
抜
き
や
５
人
抜
き
も

あ
り
、
何
度
も
挑
戦
す
る
子
も
い

ま
し
た
。

　

園
の
近
く
の
吉
田
三
十
志
さ
ん

提
供
の
田
で
、
保
護
者
も
交
え
て

に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
稲
刈
り
を
し

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
カ
マ
を
手

に
し
て
、
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

上
手
に
刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
。
　

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
代
表
の
河
原
君
代
さ
ん
提
供
の

井
寺
の
田
で
、
会
員
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
熊
本
市
東
区
若
葉
か

ら
路
線
バ
ス
で
や
っ
て
き
た
園
児

20
人
が
に
ぎ
や
か
に
稲
を
刈
り
取

り
ま
し
た
。

高
田
八
幡
宮

秋
祭
り

子
ど
も
相
撲

上
島
四
所
神
社

嘉
島
幼
稚
園

　

毎
年
、
10
月
９
日
の
例
大
祭
に

合
わ
せ
て
開
催
。
地
元
消
防
団
の

第
３
分
団
第
２
部
の
団
員
が
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
女
子
も
参
加
で
き
、

今
年
の
参
加
は
男
女
約
20
人
。
年

齢
、
学
年
別
に
土
俵
に
上
が
り
、

名
前
と
学
年
を
名
乗
る
と
、
お
年

寄
り
た
ち
は
「
○
○
さ
ん
と
こ
の

孫
た
い
」。
３
人
抜
き
の
６
年
生

決
戦
で
は
、
福
重
祐
太
君
が
大
関

の
弓
矢
を
獲
得
し
ま
し
た
。

鯰
三
社
宮

実
り
の
秋

稲
刈
り

嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ

熊
本
市
・
の
ぞ
み
保
育
園
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「
六
嘉
の
獅
子
舞
」
が
10
月
18

日
、
下
六
嘉
の
保
存
会
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
笛
と
太
鼓
に
よ
る
囃
子
に
合

わ
せ
て
、
雌
雄
一
組
の
獅
子
が
勇

壮
に
舞
い
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装

で
戦
士
に
扮
し
た
男
児
た
ち
が
獅

子
と
愛
ら
し
く
、
ま
た
勇
ま
し
く

戦
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
「
棚
の
ぼ

り
」
で
は
、
高
さ
20
㍍
余
り
の

愛らしい釣り子の演舞「ツリ」

元気に獅子とたわむれる「釣り子」

「棒獅子」などを披露した棒使いと獅子

大太鼓を披露したかしま太鼓

ボタンの花の奪い合い 泣いても一生懸命

勇ましい「棒使い」の演舞

地
区
内
を
行
列
す
る
「
道
行
き
」

「
登
り
竿
」
の
先
端
か
ら
獅
子
が

投
げ
下
ろ
す
ボ
タ
ン
の
花
を
、
詰

め
掛
け
た
大
勢
の
人
た
ち
が
奪
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

六
嘉
の
獅
子
舞
は
、
昭
和
36
年

に
指
定
さ
れ
た
第
１
号
の
県
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
で
、
無
病
息
災

や
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
す
。
神
社

や
嘉
島
町
誌
に
よ
る
と
、
起
源
は

奈
良
時
代
、
ま
た
は
４
０
０
年
以

上
前
の
加
藤
清
正
公
の
こ
ろ
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

六
嘉
神
社

秋
祭
り

獅
子
舞

　

例
大
祭
の
日
の
10
月
19
日
、
地

元
の
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
「
上
仲

間
獅
子
舞
」
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
伝
わ
る
獅
子
舞
で
、

昭
和
40
年
代
に
途
絶
え
ま
し
た
が
、

保
存
会
が
復
活
さ
せ
て
今
年
で
16

回
目
で
す
。
公
民
館
か
ら
神
社
ま

で
練
り
歩
い
た
あ
と
、
横
笛
と
太

鼓
に
合
わ
せ
て
、
華
や
か
な
衣
装

を
着
た
男
児
の
「
棒
使
い
」
と
獅

子
が
「
棒
獅
子
」「
寝
獅
子
」「
勇

獅
子
」
の
３
つ
の
演
舞
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
公
民
館
に
保
存
さ
れ

て
い
た
大
太
鼓
を
「
か
し
ま
太

鼓
」
保
存
会
が
修
復
。
そ
の
披
露

演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

上
仲
間
神
社
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山
鹿
市
で
９
月
開
催
さ
れ
た
第
69
回
県
民
体
育

祭
で
、
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
を
務
め
る

上
島
の
坂
井
公
一
郎
さ
ん
が
県
体
育
協
会
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
表
彰
を
受
賞
。
水
泳
競
技
で
は
、
三
郎

無
田
の
前
田
義
弘
さ
ん
と
上
島
の
吉
見
茂
さ
ん
、

上
六
嘉
の
園
田
武
司
さ
ん
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

坂
井
さ
ん
は
元
中
学
校
の
体
育
教
師
。
高
校
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
、
教
師
時
代
は
中
学
生
を

指
導
、
県
中
体
連
会
長
を
務
め
ま
し
た
。
県
選
抜

チ
ー
ム
監
督
で
県
協
会
役
員
と
し
て
会
の
発
展
に

も
寄
与
。
今
も
町
内
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
活
躍
、

郡
体
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

前
田
さ
ん
は
65
歳
以
上
の
男
子
50
㍍
自
由
形
、

吉
見
さ
ん
は
55
歳
以
上
の
同
50
㍍
背
泳
ぎ
、
園
田

さ
ん
は
25
歳
以
上
男
子
50
㍍
自
由
形
で
優
勝
し
ま

し
た
。

　

第
37
回
年
齢
別
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
９
月

16
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
幕
。
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

11
日
間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
に
行
わ
れ
た
決

勝
戦
は
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と

郵
便
局
が
対
戦
。
攻
守
に
勝

る
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
が
序
盤
か

ら
リ
ー
ド
し
、
９
対
１
と
郵

便
局
を
寄
せ
付
け
ず
、
見
事

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

町
建
設
業
協
会
（
髙
村
倫
博
会
長
）
と
町
建
設
業
安

全
協
力
会
（
福
原
弘
次
会
長
）
が
、
町
内
の
道
路
沿
い

に
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
協
会
は
９
月
30
日
、
15
人
が
３
班
に
分
か
れ

て
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
前
交
差
点
か
ら
嘉
島
中
前
を

通
り
、
北
甘
木
交
差
点
ま
で
の
町
道
沿
い
約
３
㌔
で
。

建
設
業
安
全
協
力
会
は
10
月
17
日
、
13
人
が
３
班
に
別

れ
て
、
浮
島
神
社
北
側
や
高
田
、
下
六
嘉
地
区
の
町
道

沿
い
で
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
草
刈
り
機
な
ど
を
使
い
、
車

道
に
は
み
出
す
ほ
ど
に
茂
っ
た
雑
草
を
き
れ
い
に
取
り

除
き
ま
し
た
。

　

町
商
工
会
女
性
部
で
つ
く
る

「
大
豆
工
房
か
し
ま
」
は
10
月
８

日
、
熊
本
市
中
央
区
上
通
町
の
び

ぷ
れ
す
広
場
で
開
か
れ
た
上
益
城

５
町
の
観
光
物
産
展
「
よ
か
も
ん

ど
っ
さ
り
！
上
益
城
フ
ェ
ア
」
に

出
店
、
町
特
産
の
大
豆
で
作
っ
た

大
豆
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
は
、
５
町
と
５
町
の
商

工
会
な
ど
で
つ
く
る
上
益
城
地
域

観
光
推
進
協
議
会
が
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
会
場
は
熊
本
市
中
心

部
で
人
通
り
も
多
く
、
大
豆
工
房

は
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
ほ
か
、
ざ

ぜ
ん
豆
や
ご
汁
も
人
気
で
し
た
。

第
69
回
県
民
体
育
祭

プ
レ
ジ
デ
ン
ト

上
益
城
フ
ェ
ア

優
勝
は

県体育協会スポーツ
功労者表彰を受賞
した坂井さん

県
体
協
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

　
坂
井 
公
一
郎
さ
ん

水
泳
競
技
優
勝

　
前
田 

義
弘
さ
ん
、
吉
見 

茂
さ
ん

　
園
田 

武
司
さ
ん

年
齢
別
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
大
会

大
豆
工
房
か
し
ま
出
店

町建設業協会、町建設業安全協力会

道路沿いの雑草刈り取る

町建設業協会の作業 町建設業安全協力会の作業
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《
11
～
12
月
の
休
館
日
》

11
月　

17
、
25
日

12
月　

１
、
８
、
15
、
22
日

※
11
月
25
日
は
前
日
が
祝
日
で

　

開
館
す
る
た
め
、
振
替
休
館
日

　

に
な
り
ま
す
。

《
お
は
な
し
会
》

　

11
月
26
日
、
12
月
10
、
24
日
の

16
時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

で
開
い
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

読
ん
で
み
て！

「
蜘
蛛
の
糸
」芥川

龍
之
介
・
作

遠
山　
繁
年
・
絵

村上海賊の娘　上・下	
	 和田竜
蜩ノ記	
	 葉室麟
輝く夜	
	 百田尚樹
在日	
	 姜尚中
お母さん、ぼくが生まれてごめんなさい	
	 向野幾世
96歳　いまがいちばん幸せ	
	 吉沢久子
わが妄想	
	 モハメド・オマル・アブディン
見ため・口ぐせの心理学	
	 渋谷昌三
クスリに負けない最適食材＆最良レシピ	
	 廣田孝子
高校受験　すぐにできる40のこと	
	 中谷彰宏
だいじょうぶ3組	
	 乙武洋匡/作　宮尾和孝/絵

新訳　クリスマル・キャロル	
	 ディケンズ・作　木村由利子・訳	
	 ミギー・絵
楽しいスケート遠足	
	 ヒルダ・ファン・ストックム作/絵	
	 ふなとよし子訳
日本の妖怪大図鑑①家の妖怪	
	 監修　常光徹
賢者の贈り物	
	 オー・ヘンリー　文
	 リスベート・ツヴェルガー　画
	 　矢川澄子　訳
アナと雪の女王	
	 角川書店
北風ふいてもさむくない	
	 あまんきみこ文　西巻茅子絵
あかいそりにのったウーフ	
	 神沢利子・作　井上洋介・絵
クリスマスのふしぎなはこ	
	 長谷川摂子ぶん　斉藤俊行え
くまのコールテンくん	
	 ドン＝フリーマン　さく	
	 まつおかきょうこ　やく

　

わ
た
し
が
す
き
な
本
は
蜘
蛛
の

糸
で
す
。

　

そ
の
り
ゆ
う
は
、
か
ん
だ
多
と

い
う
男
が
、
蜘
蛛
も
い
の
ち
が
あ

る
と
わ
か
っ
て
こ
ろ
さ
ず
に
に
が

し
て
あ
げ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
い
い
こ
と
を
し
た
男

を
じ
ご
く
か
ら
だ
す
た
め
に
、
お

し
ゃ
か
さ
ま
が
蜘
蛛
の
糸
を
か
ん

だ
多
の
上
に
た
ら
し
て
あ
げ
た
と

こ
ろ
が
、
や
さ
し
い
か
ら
、
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

　

読
ん
で
み
て
、
く
だ
さ
い
。

図
書
室
か
ら

開
館
日　
火
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
～
１
月
３
日

☎
２
３
７

−

０
０
５
８

おすすめ本

嘉島西小学校２年

椿　彩葉 ちゃん

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

偕
成
社

ホール催物案内	 平成26年10月31日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演
時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

11 29 土 フルートアンサンブル
　　　「ラ，フェリーチェ　１stコンサート」 14:30

1000 円
（大人）
500 円

（高校生以下）

フルートアンサンブル，
ラ，フェリーチェ松島
☎ 090-9592-0364

11 30 日 ピアノを囲んで音楽会プラスミニファミリーコンサート 14:00
（予定 ） 無料 東原ピアノ教室	 ☎ 090-8355-2147

12 13 土 嘉島保育園　発表会 9:15
（予定 ） 無料 嘉島保育園	 ☎ 237-1016

12 14 日 ピアノ発表会 13:00
（予定 ） 無料 上田音楽教室	 ☎ 234-1027

12 20 土 「クリスマス　バレエ　コンサート 2014」 13:00 無料 レイダンススタジオ	☎ 242-4834

12 23 火 かしま太鼓　定期発表会 13:00 無料 かしま太鼓保存会
（嘉島町教委・中村）☎ 237-0937

1 11 日 嘉島町成人式 11:00 嘉島町教育委員会社会教育課
☎ 237-0058
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○
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
等

・
職
種　

土
木
（
高
卒
程
度
）

・
採
用
予
定
数　

１
名
程
度

・
受
験
資
格　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

○
受
付
期
間

　

11
月
25
日
（
火
）
～
12
月
12
日
（
金
）

※
土
・
日
を
除
く
８
時
半
～
17
時

郵
送
の
場
合
は
12
月
12
日
（
金
）
の

消
印
ま
で
受
付

○
申
込
手
続

　

試
験
申
込
書
を
持
参
か
郵
送
。
申
込

書
は
役
場
総
務
課
に
請
求
す
る
か
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

○
試
験
日

・
１
次
試
験

　

１
月
18
日
（
日
）
８
時
半
集
合

・
２
次
試
験

１
次
試
験
合
格
者
の
み
２
月
中
旬
の

予
定

○
試
験
場
所　

嘉
島
町
役
場

○
試
験
の
種
類

　

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
作
文
試
験

【
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
総
務
課
人
事
広
報
係

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

防　
災

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に

よ
る
訓
練
で
、
嘉
島
町
以
外
で
も
様
々

な
手
段
を
用
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

○
訓
練
実
施
日
時

　

11
月
28
日
（
金
）
11
時
こ
ろ

○
訓
練
で
行
う
放
送
試
験

①
情
報
伝
達
手
段　

防
災
行
政
無
線

②
放
送
内
容　

町
内
の
防
災
行
政
無

線
か
ら
一
斉
に
次
の
通
り
放
送
さ

れ
ま
す
。

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
嘉
島
町
で
す
」

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時

に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

文
化
イ
ベ
ン
ト

町
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
権

啓
発
や
地
域
交
流
を
目
的
と
し
て
文
化

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

う
ど
ん
や
お
に
ぎ
り
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

12
月
14
日
（
日
）
12
時
～
15
時
半

○
場
所　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
嘉
島
町
上
六
嘉
９
１
７
）

○�

内
容　

子
ど
も
た
ち
や
教
室
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示
な
ど
。
参

加
景
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７

－

０
４
６
４

か
し
ま
太
鼓
定
期
発
表
会

　

か
し
ま
太
鼓
保
存
会
の
第
７
回
定
期

発
表
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
内
外
で
幅
広
く
活
躍
し
、

全
国
レ
ベ
ル
で
各
種
の
賞
を
受
賞
し
て

い
る
熊
本
市
立
必
由
館
高
校
和
太
鼓
部

の
皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
す
。

　

保
存
会
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏

も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

12
月
23
日
（
火
）
13
時
～
15
時

○
場
所　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

�

か
し
ま
太
鼓
保
存
会

　
　
　
（
嘉
島
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７

－

０
９
３
７

　

嘉
島
町
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

○
日
時

　

１
月
11
日
（
日
）　

11
時
開
式

○
場
所

　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル

○
内
容

　

式
典
及
び
記
念
写
真
撮
影

○
対
象
者

　

町
内
居
住
及
び
嘉
島
町
出
身
の
方

※
嘉
島
町
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、

事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

嘉
島
町
職
員
採
用
試
験

平成27年嘉島町成人式
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子
育
て

平
成
27
年
度
嘉
島
町
立

嘉
島
幼
稚
園　
園
児
募
集

○
応
募
資
格

　

嘉
島
町
に
居
住
し
て
お
り
平
成
21
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

○
募
集
園
児
（
定
員
）
数

・
３
歳
児
（
平
成
23
年
４
月
２
日

　
　

～
平
成
24
年
４
月
１
日
生
）
35
人

・
４
歳
児
（
平
成
22
年
４
月
２
日

　
　

～
平
成
23
年
４
月
１
日
生
）
35
人

・
５
歳
児
（
平
成
21
年
４
月
２
日

　
　

～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
）
35
人

※
現
在
３
・
４
歳
児
学
級
の
園
児
が
平

成
27
年
度
も
引
き
続
き
入
園
を
希
望

す
る
場
合
は
優
先
さ
れ
ま
す
。

○
入
園
申
請

・
受
付
期
間　

12
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
12
月
26
日
（
金
）

・
提
出
先　

嘉
島
町
学
校
教
育
課
又
は

嘉
島
幼
稚
園

・
提
出
物　

入
園
申
請
書
（
必
要
事
項

を
記
入
、
押
印
し
た
も
の
）

※
入
園
申
請
書
は
嘉
島
町
学
校
教
育
課

と
嘉
島
幼
稚
園
に
準
備
し
て
あ
り
ま

す
。

○
選
考

　

入
園
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る
と
き

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

○
そ
の
他

・
保
育
時
間

９
時
～
15
時
（
時
間
外
保
育
は
あ
り

ま
せ
ん
）

・
通
園
方
法

保
護
者
等
に
よ
る
送
迎
（
ス
ク
ー
ル

バ
ス
等
は
あ
り
ま
せ
ん
）

〈
幼
稚
園
説
明
会
〉

・
12
月
10
日
（
水
）
15
時
半
～

・
内
容　

入
園
希
望
の
保
護
者
に
幼
稚

園
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
２
３
７

－

０
９
３
７

　
　
　

嘉
島
幼
稚
園

☎
２
３
７

－

５
２
１
０

※
平
成
27
年
度
認
可
保
育
所
の
入
所
申

込
み
の
詳
細
は
広
報
か
し
ま
12
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
６

子
ど
も
医
療
費

①
償
還
払
い
請
求
方
法

　

現
在
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度

で
は
、
県
内
の
医
療
機
関
（
病
院
及
び

薬
局
）
で
外
来
受
診
の
場
合
、
現
物
給

付
と
し
て
医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
金

の
支
払
い
が
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
院
及
び
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診

の
場
合
は
、
一
度
病
院
に
一
部
負
担
金

を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
領
収
書

等
を
も
っ
て
子
ど
も
医
療
の
窓
口
で
の

償
還
払
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
償
還
払
い
と
し
て
申
請
さ
れ

る
中
に
健
康
保
険
か
ら
の
高
額
療
養
費

及
び
家
族
療
養
付
加
給
付
金
等
に
該
当

さ
れ
て
い
る
も
の
が
時
折
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
か
ら
償
還
さ
れ
る
金

額
は
、
病
院
に
お
支
払
い
を
さ
れ
た
一

部
負
担
金
か
ら
前
述
の
給
付
額
を
差
し

引
い
た
金
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
子

ど
も
医
療
費
の
償
還
払
い
の
申
請
を
さ

れ
る
際
は
、
事
前
に
ご
加
入
の
健
康
保

険
の
高
額
療
養
費
及
び
家
族
療
養
付
加

給
付
金
等
に
該
当
さ
れ
て
い
る
か
確
認

し
、
該
当
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
健
康

保
険
へ
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
た
の

ち
、
給
付
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
等

を
持
っ
て
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

②
償
還
払
い
対
象
範
囲
の
拡
大

　

県
内
の
医
療
機
関
で
外
来
受
診
を
さ

れ
る
場
合
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
の
窓

口
支
払
い
は
不
要
に
な
り
ま
す
が
、
１

医
療
機
関
で
の
１
ヶ
月
の
一
部
負
担
金

の
合
計
が
２
万
千
円
以
上
に
な
っ
た
場

合
は
、
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
償
還
払
い
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

月
の
途
中
で
一
部
負
担
金
の
合
計
が

２
万
千
円
以
上
に
達
し
た
ら
そ
れ
ま
で

の
分
も
含
め
て
一
部
負
担
金
を
支
払
い
、

翌
月
以
降
に
償
還
払
い
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。

③
学
校
等
（
町
立
幼
稚
園
、
小
中
学
校
）

管
理
下
で
の
け
が
等
に
よ
る
受
診

　

学
校
管
理
下
で
の
け
が
等
に
よ
る
受

診
の
場
合
、
医
療
費
は
独
立
行
政
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

災
害
共
済
給
付
制
度
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
病
院
受
診
の
際
は
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
の
提
示
は
せ
ず
、
一
旦
医
療

費
を
病
院
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
の
給
付

金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
学
校

ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

①
②
に
つ
い
て
は

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

③
に
つ
い
て
は

　
　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
２
３
７

－

０
９
３
７

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

11
月
20
日
（
木
）
10
時
～
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園

　
　
　
　

本
園
舎
及
び
第
２
園
舎

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
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で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
別
の
園
見
学
に
つ
い
て
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７

－

０
６
０
１

　

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
６

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業

　

県
は
、
離
婚
や
別
居
に
よ
り
、
子
ど

も
と
別
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
親
が
子
ど

も
と
会
っ
て
話
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り

す
る
面
会
交
流
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
面
会
交
流
と
は
、

別
れ
て
暮
ら
す
親
の
愛
情
を
感
じ
る
重

要
な
つ
な
が
り
で
す
。
支
援
員
が
双
方

の
親
と
相
談
し
な
が
ら
、面
会
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

�

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
３
２
４

－

２
１
３
６

※
当
連
合
会
は
、
母
子
福
祉
貸
付
の
就

学
支
度
資
金
が
入
学
手
続
き
に
間
に

合
わ
な
い
と
い
う
ひ
と
り
親
家
庭
の

た
め
に
、
つ
な
ぎ
資
金
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
電
話
く
だ

さ
い
。

地
域
の
学
習
教
室

　

県
は
、「
塾
に
通
う
の
が
難
し
い
」

「
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
」

な
ど
、
学
習
意
欲
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
応
援
す
る
「
地
域
の
学
習
教
室
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
退
職
さ
れ
た
元
教

職
員
の
方
や
大
学
生
が
先
生
と
な
り
、

教
科
書
に
沿
っ
て
学
習
し
ま
す
。
現
在
、

県
下
で
26
教
室
が
活
動
中
で
す
。

○
費
用　

１
回
上
限
百
円
（
電
気
代
）

○
対
象
者　

小
・
中
学
生

○
開
所
日　

週
１
回
以
上　

※
「
実
施

場
所
」「
学
習
支
援
員
」「
子
ど
も
た
ち
」

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
図
れ
た
教
室
か
ら
順

次
開
始
。
１
名
か
ら
で
も
開
所
可
能
。

　
「
学
習
支
援
員
」
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け

る
先
生
と
「
学
習
場
所
」
も
募
集
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
で
き
る
こ

と
」、
そ
れ
ら
を
結
集
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
、
熊
本
の
未
来
を
一
緒
に
支
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
３
２
４

－

２
１
３
６

第
１
回
「
仕
事
と
子
育
て
両
立

応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
者
募
集

○
日
時

　

11
月
26
日
（
水
）
９
時
半
～
15
時
半

○
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　
　
　
　

パ
レ
ア
10
階
会
議
室
７

○
内
容

①
再
就
職
体
験
発
表（
９
時
半
～
11
時
）

②
求
職
活
動
の
方
法
と
仕
事
と
子
育
て

両
立
情
報
の
提
供
（
11
時
～
12
時
）

③
企
業
説
明
会
＆
面
談
会
（
５
社
程

度
）・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
（
13
時

～
15
時
半
）

○
対
象　

▼
18
歳
以
下
の
子
を
養
育
中

の
女
性
▼
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
役

立
つ
情
報
等
を
知
り
た
い
方
（
転
職
希

望
の
在
職
者
も
参
加
可
能
）

○
参
加
費　

無
料

○
定
員　

30
名
程
度

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
１

－

０
５
０
０

　
　
　

熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

☎
３
８
２

－

５
４
４
５

相　
談　

母
子
家
庭
無
料
相
談
会

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
で
、
お
子
さ

ん
の
事
、
就
職
支
援
、
養
育
費
確
保
、

Ｄ
Ｖ
や
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

相
談
（
奨
学
金
）
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

専
門
知
識
を
も
っ
た
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

12
月
10
日
（
水
）
９
時
半
～
11
時
半

○
場
所　

役
場
１
階
小
会
議
室

　

上
益
城
郡
の
母
子
相
談
員
及
び
担
当

職
員
が
対
応
し
ま
す
。
予
約
が
あ
れ
ば

子
ど
も
相
談
員
等
も
対
応
可
能
で
す
。

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
６

あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２

－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２

－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４

－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７

－

７
２

－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

��

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７

－

１
１
１
２



広報かしま2014.11

18

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

11
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

　

12
月
17
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

��

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７

－

２
９
８
１

生
涯
現
役
を
目
指
す
55
歳
以
上
の

方
の
た
め
の
無
料
個
別
相
談
会

　

再
就
職
・
起
業
・
社
会
参
画
し
た
い

等
、
生
涯
現
役
を
め
ざ
す
55
歳
以
上
の

皆
様
の
お
悩
み
に
１
対
１
で
お
答
え
い

た
し
ま
す
。

○
日
時　

毎
月
第
２
火
曜
日　

10
時
～

15
時
（
12
月
９
日
・
１
月
13
日
・
２
月

10
日
・
３
月
10
日
）

○
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

○
対
象　

55
歳
以
上
の
方

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

��

総
合
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
３

－

５
７
２
６

税
・
年
金

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
は
、
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。
特
別
徴

収
と
な
る
条
件
は
、
次
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と

②
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年

額
18
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

③
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
を

合
わ
せ
て
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
な
い
こ
と

　

特
別
徴
収
で
は
な
く
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
滞
納
さ
れ
て
い

な
い
等
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
、
口
座
振
替
の
通
帳
及
び
届
出
印
を

ご
持
参
の
う
え
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
特
別
徴
収
の
停
止
に
は
、
申

請
を
い
た
だ
い
て
か
ら
２
～
３
カ
月
程

度
の
期
間
を
要
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

��

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７

－

２
６
３
９

個
人
住
民
税
の
給
与
特
別
徴
収

　

熊
本
県
と
県
内
市
町
村
は
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
事
業
主
（
個
人
事
業
主

を
含
む
）
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
と
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴

収
の
よ
う
に
個
人
の
毎
月
の
給
与
か
ら

差
し
引
き
、
事
業
主
が
従
業
員
の
住
民

税
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
制
度
で
す
。

　

所
得
税
と
違
い
、
年
税
額
が
決
定
し

て
い
る
住
民
税
は
、
年
４
回
の
納
期
で

納
付
す
る
普
通
徴
収
よ
り
、
給
与
か
ら

年
12
回
で
差
し
引
き
を
す
る
特
別
徴
収

の
方
が
個
人
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７

－

２
６
３
９

解
体
し
た
家
屋
は

届
け
出
が
必
要
で
す
！

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
取

り
壊
し
た
時
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
、
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

課
税
さ
れ
る
固
定
資
産
税
は
、
基
準
日

前
に
解
体
し
た
建
物
に
つ
い
て
の
届
け

出
を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
税
金
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

忘
れ
な
い
よ
う
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
地
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
届
け

出
は
12
月
26
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７

－

２
６
３
９

市
町
村

事
業
主

従
業
員

①給与支払報告書の提出

②特別徴収税額の通知

⑤個人住民税の納入

③特別徴収税額の通知

④給与特別徴収（天引き）
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11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　

厚
生
労
働
省
は
、『
国
民
お
一
人
お

一
人
が
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
』
と
し

て
、
11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）
日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７

－

８
１
４
４

賃
金
・
労
働

最
低
賃
金
の
改
定

　

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か

ら
時
間
額
６
７
７
円
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て

の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
３
５
５

－

３
２
０
２

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間

　

事
業
主
の
皆
様
、「
労
働
保
険
」
の

加
入
手
続
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府

が
管
掌
す
る
保
険
制
度
で
す
。

　

事
業
の
種
類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、
加
入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険

料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
中
心
に
、

加
入
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
事
業
場
が
、

か
な
り
の
数
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
解
消
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
は

年
間
を
通
じ
た
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、

11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期

間
」
と
定
め
て
、
労
働
保
険
の
適
用
促

進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤
途
上

に
お
い
て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
か
か

っ
た
り
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ

れ
た
場
合
に
必
要
な
労
災
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
リ
ス
ト

ラ
や
倒
産
等
に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の

失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育
児

及
び
介
護
休
業
給
付
等
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
速
や
か
に
保
険
の
加
入
手
続
き

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
加
入
手
続

き
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）
等
へ
お
気
軽
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
労
働
局
総
務
部

　
　
　
　

労
働
保
険
徴
収
室

  

☎
２
１
１

－

１
７
０
２

訪
問
看
護
師
養
成
研
修
会

　

熊
本
県
と
九
州
看
護
福
祉
大
学
は
、

潜
在
看
護
師
の
方
（
一
時
現
役
を
退
い

た
看
護
職
の
方
で
職
業
復
帰
を
考
え
て

い
る
方
）
を
対
象
に
、
医
療
の
動
向
や

訪
問
看
護
制
度
、
看
護
技
術
を
再
学
習

し
、
訪
問
看
護
師
と
し
て
活
動
す
る
基

礎
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
職
場
選
択
に

つ
い
て
も
支
援
い
た
し
ま
す
。

○�
開
催
日　

２
月
３
日
（
火
）、
５
日

（
木
）、
６
日
（
金
）、
７
日
（
土
）、

10
日
（
火
）、
11
日
（
水
）

○
開
催
場
所　

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル

　

研
修
会
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

九
州
看
護
福
祉
大
学
生
涯
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画
訪

問
看
護
推
進
人
材
育
成
事
業
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
８

－

７
５

－

１
８
０
０

　
　
　
　
　
　
　

���

（
内
線
１
５
２
３
）

※
専
用
の
お
申
込
み
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.kyushu-ns.ac.jp/

健　
康

毒
キ
ノ
コ
に
要
注
意
！

素
人
判
断
は
危
険
で
す
!!

　

毎
年
、
秋
に
な
る
と
全
国
的
に
キ
ノ

コ
に
よ
る
食
中
毒
が
多
数
発
生
し
て
い

ま
す
。
確
実
に
食
用
で
あ
る
と
鑑
定
さ

れ
た
キ
ノ
コ
以
外
は
絶
対
に
食
べ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ノ
コ
は
発
生
場
所
や
発
生
時
期
に

よ
っ
て
図
鑑
の
写
真
や
絵
と
色
や
形
が

異
な
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
食
用

で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
安
易
に
判
断

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９
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12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感
染
か
ら

発
病
ま
で
数
年
の
潜
伏
期
が
あ
り
、
そ

の
間
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
感
染
に
気

付
き
に
く
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
感

染
し
て
い
て
も
早
期
に
発
見
し
治
療
を

始
め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
早
め
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
早
期

発
見
を
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

　

県
内
の
保
健
所
で
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
検
査
日
程
を
拡
充

し
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
無
料
・
匿
名

で
受
け
ら
れ
ま
す
。（
要
予
約
）

　

御
船
保
健
所
の
検
査
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
日
時

　

12
月
11
日
（
木
）
17
時
～
19
時

　

通
常
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
毎
週
木
曜
日

の
９
時
か
ら
11
時
ま
で
（
第
一
木
曜
日

は
17
時
～
19
時
も
）
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
検
査
は
、
採
血
後
１
時
間
程
度
で
終

了
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

☎
２
８
２

－

０
０
１
６

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
！

麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運
動

　

麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー

危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
薬
物
乱
用
は
、
乱

用
者
個
人
の
健
康
上
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
各
種
犯
罪
の
誘
因
と
な
る
な
ど
、

公
共
の
福
祉
に
計
り
知
れ
な
い
危
害
を

も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

最
近
で
は
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
使
用

し
た
者
が
、
二
次
的
な
犯
罪
、
交
通
死

亡
事
故
や
健
康
被
害
を
起
こ
す
事
例
が

多
発
し
て
い
る
等
、
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
運
動
は
、
麻
薬
、
覚
醒
剤
等
の
乱

用
に
よ
る
危
害
を
広
く
県
民
に
周
知
し
、

県
民
一
人
一
人
の
認
識
を
高
め
る
こ
と

に
よ
り
、
麻
薬
、
覚
醒
剤
等
の
薬
物
乱

用
の
根
絶
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、

健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
非
常
に
危
険

な
薬
物
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
使
用
や
所
持
等

が
悪
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
認

識
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
運
動

を
２
月
28
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

　

契
約
し
た
後
に
な
っ
て
、「
契
約

し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
悩
ん
だ

り
、「
だ
ま
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
不
安
に
な
っ
た
り
、「
聞
い
た
話

と
違
う
」
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
締
結
し
た
契
約
は
、
原

則
と
し
て
、
一
方
的
に
解
消
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
支
払
っ
た
お
金
の
返

金
や
損
害
を
回
復
す
る
の
は
、
大
変

な
時
間
と
労
力
、
場
合
に
よ
っ
て
は

お
金
も
か
か
り
ま
す
。

《
契
約
時
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
》

○
契
約
内
容
の
確
認

□
何
を
買
う
の
か
、ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
な
の
か
が
明
確
で
す
か
？

□
契
約
後
、
追
加
費
用
は
な
い
で
す

か
？
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
契
約
書
に

書
か
れ
て
い
ま
す
か
？

□
契
約
を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
の
損

害
賠
償
や
違
約
金
は
確
認
し
ま
し
た

か
？

〈
長
期
間
に
わ
た
る
契
約
の
場
合
〉

□
契
約
を
最
後
ま
で
継
続
で
き
ま
す

か
？

□
途
中
解
約
で
き
る
契
約
で
す
か
？

□
途
中
解
約
で
の
代
金
精
算
の
方
法

を
理
解
し
て
い
ま
す
か
？

〈
収
入
を
得
る
契
約
（
サ
イ
ド
ビ
ジ

ネ
ス
契
約
）
の
場
合
〉

□
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
、
ど
れ
く
ら

い
し
た
ら
、
い
く
ら
の
収
入
に
な
る

の
か
理
解
で
き
て
い
ま
す
か
？

□
説
明
さ
れ
た
仕
事
を
き
ち
ん
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

□
簡
単
に
収
入
を
得
ら
れ
る
仕
事
な

ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
バ
イ
ト
の

収
入
と
比
較
し
て
、
多
過
ぎ
ま
せ
ん

か
？

〈
利
益
を
得
る
契
約
（
投
資
契
約
）

の
場
合
〉　

次
の
１
つ
で
も
気
に
な

っ
た
ら
契
約
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

□
利
益
を
得
た
り
損
を
す
る
仕
組
み

を
理
解
し
て
い
ま
す
か
？

□
予
想
さ
れ
る
最
大
の
損
失
額
は
理

解
で
き
て
い
ま
す
か
？
ま
た
、
投
資

の
リ
ス
ク
を
受
け
入
れ
ま
す
か
？

□
絶
対
に
も
う
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

□
家
族
や
知
人
に
相
談
し
な
い
で
大

丈
夫
で
す
か
？

○
契
約
す
る
前
に
も
う
一
度

□
契
約
内
容
で
分
か
ら
な
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
、

本
当
に
必
要
で
す
か
？
ま
た
、
無
理

な
く
代
金
を
払
え
ま
す
か
？

□
契
約
し
た
ら
解
除
す
る
の
は
困
難

で
す
。
本
当
に
後
悔
し
ま
せ
ん
か
？

　

被
害
に
遭
っ
た
の
で
は
と
思
っ
た

ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相

談
室
（
17
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

契
約
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
！
見
守
り
新
鮮

情
報
11
月
号
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農業者年金
知って得する知って得する

女性農業者の
皆さんご存じですか？

農業の担い手には何か
特別な支援がありますか？

　国の政策年金である農業者年金制度には、農業の担い手の育成・支援のために、一定の要件を満た
している方に対する月額最高１万円の保険料の国庫補助の仕組みがあります。
　補助額に見合う年金は特例付加金として、将来、農業の経営継承（農地等の権利移転・設定等）を
行った後、原則65歳から受給できますが、経営継承する時期に年齢制限はなく、受給時期を繰り下
げることもできます。
　保険料の補助は要件を満たしていれば一つの経営で何人でも受けられます。女性農業者も家族協
定を締結して経営に参画し、下表の区分３の適用を受けて、多くの人が保険料の補助を受けていま
す（区分３の方の経営継承は、家族経営協定の経営参画条項を変更し、農業経営から引退すれば良い
ことになっています。）。

農業の担い手は保険料の国庫補助が
受けられます！

農業者年金には、①国民年金の第１号被保険者で、②年間60日以上農業に従事する、③60歳未満の方ならどなたでも加入できます。

●農業者年金に関するご相談については、最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問い合わせください。

独立行政法人

農業者年金基金
〒105-8010　東京都港区西新橋1-6-21　NBF虎ノ門ビル５Ｆ
電話：03（3502）3942　FAX：03（3592）2660

h t t p : / /www . n ounen . g o . j p /

No.4

一人ひとりの農業者を応援する農業者年金に加入しましょう！

保険料の補助対象者と国庫補助額　  保険料の国庫補助期間は、
①35 歳よりも前のすべての期間
②35 歳以降の 10 年以内の期間
①と②を通算して 20 年以内です。

補助額の合計額は
最高で
216万円！

区分 必　要　な　要　件

認定農業者で青色申告者 10,000 円
（５割）

6,000 円
（3割）

認定就農者で青色申告者 10,000 円
（５割）

6,000 円
（3割）

10,000 円
（５割）

6,000 円
（3割）

6,000 円
（３割）

6,000 円
（３割）

4,000 円
（２割）

国庫補助額
35歳未満 35歳以上

１

２

３

４

５

区分１または２の者と家族経営協定を締結し、経営に参画し
ている配偶者または後継者

認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満たす者で、
３年以内に両方を満たすことを約束した者

35歳まで（25歳未満の場合は 10年以内）に区分１の者と
なることを約束した後継者

（注）１．保険料の国庫補助を受けるためには、このほか、①60 歳までに保険料納付期間が 20 年以上見込ま
　　　　 れること、②農業所得が 900万円以下であることが必要です。
　  　２．保険料の国庫補助を受けている期間の保険料は２万円で固定され、加入者は２万円から国庫補助
　　　　  額を差し引いた金額を負担します。
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〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（電話 282-1110　内線 261 ～ 264）

　

交
通
事
故
10
件
増

　
　

万
引
・
乗
物
盗
は
減
少

　
　
　
　
　
　
　
（
前
年
同
月
比
）

　

交
通
事
故
発
生
件
数
は
68
件
。
前
年

同
月
に
比
べ
て
10
件
増
え
ま
し
た
。

　

刑
法
犯
は
、
万
引
き
（
３
件
）
が
前

年
度
同
月
比
17
件
減
、
乗
り
物
盗
（
自

転
車
盗
２
件
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
０
件
）

が
同
18
件
減
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

11 月 の納税等 12 月 の納税等 夜 の 税 務 相 談
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }	 ⑦期
介護保険料
保　育　料		 	11月分
下水道使用料		 	10月分

納期限日（口座振替日）
　　平成26年12月１日（月）

固定資産税	 ④期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }	 ⑧期
介護保険料
保　育　料		 	12月分
下水道使用料		 	11月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年12月25日（木）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

11月26日
12月10日

※	取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　	　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※	領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 26年10月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H26.10 7 61 0 0 ３ 2 0 2

H26 累計 84 579 2 1 26 14 ３ 12

前年比 +6 +4 0 0 -17 +4 -7 -11

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H26.10 2３ 160 0 0 ３ 2 0 2

H26 累計 229 1696 17 1 ３5 ３8 6 26

前年比 -45 -119 -2 -2 -26 -2 -19 -18

地域安全ニュース

変質者から

○　知らない人について『行かない』《いか》
○　知らない人の車に『乗らない』《の》
○　助けてと『大きな声を出す』《お》
○　怖かったら大人のいる方に『すぐ逃げる』《す》
○　どんな人が何をしたか家の人に『知らせる』《し》

～みんなでつくろう安全・安心の街～

子供たちを

守ろう！

★被害に遭ったり、 不審者 （車） を見かけた時は、 車のナンバーの確認
　とともに、 すぐ 110 番通報又は御船警察署へ通報してください。
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人
権
問
題
の

　
　
　
正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その272〕

　
「
高
齢
者
の
人
権
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
き
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
。
そ
れ

ら
は
「
人
権
」
と
ど
ん
な
関
係
が

あ
る
の
か
、「
あ
る
日
の
出
来
事
」

を
通
し
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
い
く
つ
に
な
っ
て
も

　
　
　
　

輝
き
続
け
る
た
め
に

[

あ
る
日
の
出
来
事]

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
店
番
」

　

ぼ
く
の
う
ち
は
八
百
屋
だ
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」。
お
父
さ

ん
の
元
気
な
声
が
響
く
。「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
座
っ
と
い
て
く
だ
さ

い
」。
気
づ
か
う
お
母
さ
ん
の
声

が
聞
こ
え
る
の
も
、
い
つ
も
の
こ

と
。
で
も
、
な
ん
だ
か
最
近
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
元
気
が
な
い
。

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
！
」。
学
校
か
ら
帰
る

と
、
な
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

声
。「
あ
れ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
一

人
？
」「
み
ん
な
配
達
に
行
っ
と

る
よ
。
今
日
は
白
菜
が
き
れ
い

で
す
よ
。
は
い
、
あ
り
が
と
う
」。

い
つ
も
と
違
う
イ
キ
イ
キ
し
た
表

情
。
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
だ
け
ど
、

き
ち
ん
と
野
菜
を
包
ん
で
、
お
金

を
受
け
取
る
。
お
客
さ
ん
も
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
元

に
野
菜
を
選
ん
で
い
く
。

　
「
よ
か
れ
と
思
っ
て
『
休
ん
で

く
だ
さ
い
』
っ
て
言
っ
て
い
た
け

ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
、

楽
し
み
を
奪
わ
れ
て
い
た
よ
う
な

も
の
か
も
ね
ぇ
」。
い
つ
の
間
に

帰
っ
て
き
て
い
た
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
が
、
明
る
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
様
子
を
見
な
が
ら
話
し
て
い

た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　

年
齢
だ
け
で
「
高
齢
者
は
○
○

だ
」
と
決
め
つ
け
る
固
定
的
な
思

い
込
み
が
、
誤
解
や
偏
見
に
つ
な

が
り
ま
す
。
逆
に
「
高
齢
者
に
そ

ん
な
こ
と
を
さ
せ
て
…
」
な
ど
と

高
齢
者
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
も
、

本
人
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
の
人
の
人
格
を
尊
重

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

人
は
年
を
と
り
ま
す
が
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も
、
意
欲
と
能
力
に

応
じ
て
活
動
し
、
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
は
誰
も
が
望
む
こ
と

で
す
。

　

私
た
ち
は
、
人
生
の
先
輩
で
あ

り
、
社
会
を
支
え
て
き
た
高
齢
者

に
対
し
尊
敬
の
念
を
忘
れ
ず
、
そ

の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

啓
発
資
料
よ
り
）

人権の重要課題の現状 等
水俣病をめぐる人権 感染症・難病等をめぐる人権

ハンセン病回復者等の人権

（熊本県人権教育、啓発基本計画より）

 現 状
　今なお、「水俣」というだけで特別な目で見られ、
県外で水俣出身を語れないなど、水俣病被害者、
あるいは水俣病発生地域に対する偏見や差別の問
題が存在しています。
　また、被害者本人や家族の高齢化が進んでおり、
中でも胎児性・小児性の被害者の多くの人が 50
歳を迎え、日常生活において様々な支障や不安が
発生しています。

 課 題
●水俣病に対する正しい理解の促進
●水俣病被害者やその家族の日常生活における
　相談・支援の取組み　　など

 現 状
　ハンセン病療養所入所者のほとんどは、病気は
完治していますが、後遺症として身体に障がいが
残っているため、依然として患者であるとの誤解
が払拭されていないのが現状です。
　また、社会参加の妨げとなるような宿泊拒否事
件が県内で発生するなど、偏見や差別が根強く残
っています。

 課 題
●ハンセン病に対する正しい知識を身につける
　ための普及・啓発
●地域社会との交流活動への支援　　など

 現 状
　医学的に不正確な知識や思いこみによる過度の
危機意識により、感染症患者に対する偏見や差別
意識が生まれ、患者や家族などに対する様々な人
権問題が生じています。
　また、難病患者の中には、病気に対する無理解
や偏見により、心ない言葉をかけられるなど、就
学、就労、結婚など社会生活のあらゆる場面で差
別を受ける人もいます。

 課 題
● エイズに対する正しい知識を身につけるための

普及・啓発
●難病患者やその家族の日常生活における相談・
　支援への取組み　　など
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

いわしの梅しそ巻き揚げ
〈材料〉	 （2人分）
いわし	 ４尾（160ｇ）
酒	 小さじ１弱
塩	 0.3ｇ
梅肉	 ４ｇ
青じそ	 ２枚
小麦粉	 適宜
卵	 適宜
パン粉	 適宜
揚げ油	 適宜
ミニトマト	 ４個
パセリ	 適宜

①		いわしは手開きにして中骨を取り除き、塩、酒を振

ってしばらくおき、余分な水分をふき取る。青じそ

は縦半分に切る。

②いわしの身の方に梅肉を薄くぬり、青じそをのせて

尾の方に巻き、巻き終わりをつま楊枝で止める。

③②に小麦粉、溶き卵、パン粉をつけ、180℃の揚

げ油でカラリと揚げる。爪楊枝をはずして器に盛り、

ミニトマトとパセリを添える。

（エネルギー239kcal、塩分 0.64g）

青魚の臭みが気になる場合は、牛乳に 20分ほどつけた後、牛乳
を捨てて魚を洗い、塩・酒を振ると臭みが抑えられます。
そして青魚には生活習慣病を予防する効果もあるDHAや EPAが
含まれています。日頃食卓にお肉が並ぶことが多い方もお魚の日
を作ってみてはいかがですか？

秋サラダ
〈材料〉	 （2人分）
エリンギ	 40 ｇ
しいたけ	 20 ｇ
さやいんげん	 50 ｇ
Ａ
粉末アーモンド	小さじ２
マヨネーズ	 こさじ２１／２
コショウ	 適宜
酢	 小さじ１／２
薄口醤油	 小さじ１

①	さやいんげんはすじを除き、さっと
ゆで斜め切りに３等分する。

② 	エリンギ、しいたけはさやいんげん
と同じ大きさに切ってゆでる。

③ 	ボウルにＡを合わせ、①と②を入れ
て和える。

（エネルギー 4 5 k c a l 、塩分 0 . 6 ｇ）
※ 	マヨネーズのカロリーハーフを使っ
たり、マヨネーズの半分をヨーグル
トに変えることによりカロリーを抑
えることができます。

☝今夜のおかずにもう一品♪

嘉島町食生活改善推進員協議会

塩分抑えてメタボ予防 !!
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   It’s Finally Fall ！
　It’s finally my favorite time of year － autumn!  
I love everything about the fall, from the weather 
to the clothes to the sports that begin. In America 
there are two important holidays in the fall: Hal
loween and Thanksgiving. Halloween is my fav
orite holiday. Even at twenty-two years old I st
ill enjoy making elaborate costumes and going 
out on Halloween. Even though it’s not quite 
the same in Japan, I plan to wear a scary costu
me! It’s an American tradition, after all. 
　Last month I went to my first “undoukai ” 
in Japan!  I attended Kashima Kindergarten’s 

“undoukai ” and it was so much fun. It was 
delightful to see everyone trying their best at 
all the activities. My favorite part was” taiko”.  
I really like”taiko” music and dancing. 
　I also got to experience my first real 
typhoon this weekend. We don’t get typhoons 
in Kentucky at all, so I thought it was kind of 
scary. I’m glad everything turned out all right 
and that the weather has returned to normal! 
　Recently I bought a new camera and have 
been taking a lot of pictures. Photography 
might be a new hobby of mine! I still have a 
lot to learn, but I’ve really enjoyed exploring 
Kumamoto to take pictures. I should have lots 
of autumn and Halloween pictures soon.

やっと秋になりました！
　秋は私の一番好きな季節です！気候や洋服、ス
ポーツなど大好きです。アメリカには、秋に休日
が二つあります。ハロウィーンと感謝祭です。ハ
ロウィーンが一番好きな休日です。22 歳の私でも、
衣装を作ることは楽しいです。日本のハロウィー
ンがアメリカと少し違っていても、怖い衣装を着
るつもりです。アメリカの伝統ですから！
　先月初めて日本の運動会に行きました。嘉島幼
稚園の運動会とても楽しかったです。みんな本当
に頑張っていました。好きな競技は太鼓でした。
太鼓の音楽に合わせてダンスをしていたところが
素晴らしかったです。
　台風も初めて経験しました。出身のケンタッ

キー州には、台風がないので、ちょっと怖かった
です。でも、良い天気になったので良かったで
す！
　最近、新しいカメラを買って、たくさん写真を
撮っています。写真を撮ることは、新しい趣味に
なると思います。まだ写真撮影の技法等よく分か
らないですが、熊本県内を回って、写真撮影を楽
しんでいます。もうすぐ秋とハロウィーンの写真
が多くなることでしょう！

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

※昨年のハロウィーンで扮したアメリカの
　キャラクター Romona	Flowers の Raven
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雲林の色を弁せず

工藤　久代さん
（井寺）

冨
永
　
栄
子
さ
ん
（
北
甘
木
）

安
ら
え
る
ね
ぐ
ら
は
何
処
す
ず
め
ら
の
小
さ
き
集
い
は
北
へ
と
飛
べ
り	

稲
井
千
代
乃

夕
暮
の
空
気
た
っ
ぷ
り
吸
い
こ
ん
だ
オ
ク
ラ
の
産
毛
が
指
に
刺
さ
り
ぬ	

北
澤
喜
美
子

ど
ち
ら
か
が
負
け
ね
ば
終
え
ぬ
試
合
か
な
熱
く
戦
ふ
高
校
野
球	

栗
﨑
　
房
子

一
陣
の
涼
風
吹
き
て
住
職
の
鼻
緒
に
掛
か
る
も
み
じ
の
一
葉	

栗
﨑
　
廉
子

デ
ン
グ
熱
ウ
ィ
ル
ス
持
た
ざ
る
田
舎
の
蚊
手
の
ひ
ら
に
音
た
て
て
叩
き
ぬ	

工
藤
　
明
子

大
粒
の
栗
が
ほ
ど
よ
く
入
れ
ら
れ
て
塩
味
き
き
し
姑
の
栗
飯	

境
　
　
益
代

耳
遠
き
友
は
無
事
か
な
洪
水
の
四
日
市
市
を
ニ
ュ
ー
ス
は
報
ず	

榊
原
レ
イ
子

黄
に
赤
の
蛇
の
目
柄
な
る
浦
島
草
力
も
ら
ひ
ぬ
へ
と
へ
と
の
夏	

立
石
　
　
史

ざ
く
ろ
の
実
拾
ひ
て
上
を
見
あ
ぐ
れ
ば
ワ
ッ
ハ
ー
ハ
ー
と
笑
っ
て
ゐ
ま
す	

津
出
ト
ヨ
子

亡
き
ひ
と
も
集
え
る
よ
う
な
曼
珠
沙
華
老
の
施
設
の
彼
岸
に
ぎ
や
か	

三
池
　
淑
恵

今
月
の
暦
に
白
露
の
文
字
の
あ
り
秋
明
菊
の
莟
は
丸
し	

本
住
　
晴
美

村田タカ子さん（上島）
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10
月
は
出
張
が
続
き
ま
し
た
。

　

３
日
は
、
政
府
の
地
方
創
生
本
部
基
本
政
策

検
討
チ
ー
ム
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
市
街
化
調
整

区
域
や
農
地
の
規
制
緩
和
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

平
・
内
閣
府
副
大
臣
や
、「
消
滅
自
治
体
リ
ス

ト
」
を
発
表
し
た
日
本
創
生
会
議
分
科
会
座
長

の
増
田
元
総
務
相
も
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

　

沖
縄
、
石
川
と
続
い
た
全
国
町
村
会
役
員
研

修
も
地
方
創
生
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
「
地
域
が
主
体
的
に
活
性
化
策
を
提
案
、
国

が
支
援
す
る
」
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

　

20
日
は
、
東
京
で
「
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
会
長
、
社
長
就
任
披
露
」。
出
席
者

は
２
千
人
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
徳
光
和

夫
さ
ん
や
作
家
の
北
方
謙
三
さ
ん
た
ち
と
同
じ

テ
ー
ブ
ル
で
し
た
が
、
会
長
、
社
長
の
人
脈
の

多
さ
と
多
様
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

意

輪

　

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　

平
成
26
年
10
月
20
日
現
在

一
　
般
　
寄
　
付

10月の
　　	町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会及び課長会議
　　 ・嘉島町老人会連合会定例会
　　 ・テレビ熊本社長来庁応対
　　 ・赤い羽根共同募金伝達式
　　 ・熊本県企画課来庁応対
２日 ・嘉島町商工会長来庁応対
　　 ・大西一史を励ます会
３日 ・「地方創生」基本政策検討チームヒアリング
４日 ・男女共同参画を考えよう！第 3 回上益城大会 in かしま
　　 ・濱﨑勝氏の国土交通行政功労賞を祝う会
５日 ・大西一史氏を囲んでの意見交換会
６日 ・課長会議
　　 ・防衛白書説明応対
７日 ・熊本県市町村総合事務組合議会
　　 ・熊本県町村会評議員会
９日 ・熊本県公立学校施設整備期成会総会
　　 ・第３回嘉島町こども議会
10 日 ・熊本県社会福祉協議会第 2 回理事会
　　 ・上益城消防組合管理者会議
　　 ・上益城郡町村会定例会
12 日 ・嘉島幼稚園運動会
　　 ・台風 19 号対策会議
14 日 ・課長会議
　　 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
16 日 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
　　 ・第 30 回熊本県老人クラブ大会
　　 ・熊本県町村会役員研修会　～ 18 日
19 日 ・井寺区老人の集い
20 日 ・九州中央自動車道建設促進提言活動
 ・サントリーホールディングス代表取締役会長・社長就任祝賀会

21 日 ・課長会議
　　 ・全国障がい者スポーツ大会熊本県・熊本市選手団結団式
　　 ・熊本中央広域事務協議会町村長会議
22 日 ・嘉島町高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定委員会
　　 ・嘉島町農業振興地域整備促進協議会
　　 ・熊本県子ども子育て会議事務局来庁応対
　　 ・熊本県防犯協会連合会理事会
23 日 ・九州「農地・水・環境保全」フォーラム in 大分
24 日 ・全国町村会正副会長会及び理事会
26 日 ・熊本～台湾高雄間定期チャーター便就航記念式典
　　 ・九州中央自動車道フォーラム
27 日 ・課長会議
　　 ・九州地区町村会長・事務局長会議　～ 28 日
28 日 ・緑川改修期成会要望活動
30 日 ・全国土地改良大会
31 日 ・上益城郡内議会議員研修会及び親善スポーツ大会

熊本～台湾高雄間定期チャーター便就航記念式典で、
蒲島知事（左）たちと。

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

中
山　
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様
（
上
仲
間
）

　
　
　

亡　

郁
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治
敏　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

敏
子　

様

　

藤
本　

孝
伸　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

フ
ジ
エ　

様

　

畑
野　

正
三　

様
（
熊
本
市
）

　
　
　

亡　

キ
ヨ
メ　

様

　

松
永　

俊
雄　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

康
子　

様

　

吉
田　

臣
谷　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

タ
ミ
エ　

様

徳
光
さ
ん
（
中
央
）、
山
本
御
船

町
長
（
右
）
と
。



発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成26年11月14日

嘉島町の人口動態
平成26年10月31日現在

（前月比）

人   口 9,109 人　

　男　　 4,377 人　

　女　　 4,732 人

世帯数　 3,354 世帯　（＋ ７）

  

  

  

  
 
  

  

  

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

御船のばーば、玉名のじーばーまた遊んでね♥
ご両親：德永心一さん・愛子さん（上島）

広報かしま2014.11

― 28 ―

　
心
配
さ
れ
た
台
風
の
被
害
も
な
く
稲

の
刈
り
取
り
も
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

す
で
に
新
米
を
口
に
さ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
。
過
ご
し
や
す
く

食
べ
物
の
美
味
し
い
時
季
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
秋
刀
魚
を
つ
ま
み
に
飲
む
ビ
ー

ル
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
先
日
受
け
た
健

診
の
結
果
を
み
て
禁
酒
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず
慎
酒
か
ら
は

じ
め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。       

（
係
）

　親子茶道教室のみなさん。第２・第４土曜日（年間12回）に嘉島町民会館の和室で行っています。裏
千家正教授の杉本宗美先生たちの指導で、日本を代表する伝統文化「茶道」を体験し、お菓子、お茶の
いただき方やお客さまをもてなす心づかい、客として招かれた時の作法など基本的な礼儀作法を学んで
います。親子での参加もあり、家族のふれあい、日本文化習得の場として楽しんでいます。

11月16日（日） からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３
11月23日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２
11月24日（月・振） 大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３
11月30日（日） 山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
12月  7日（日） 笹原外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８２－００７０
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
12月 14日（日） のぐち皮ふ科医院（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２

　（＋ ２）

　（＋ ７）

　（＋ ９）

德
永
　心
美
（
こ
こ
み
）
ち
ゃ
ん

平
成
25
年
６
月
11
日
生


